
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
が
前

年
度
比
約
０
・
５
％
の
減
少
と
な
る
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
438
億
２
千
500
万
円
で
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
審
査
に
当
た
り
、
議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
白
井
亨
委
員

長
）
に
付
託
し
、
８
日
間
に
及
ぶ
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

３
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替
え
動
議
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
否
決
し
、
原
案
に
つ
い
て

採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
庁
舎
等
建
設
に
要
す
る
経
費

�

（
１
億
千
826
万
４
千
円
）

幅
広
い
市
民
の
理
解
、
市
議
会
と
の
相
互
理

解
促
進
を
図
り
、
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
建
設
の
基
本
設
計
の
実
施
に
向
け
た
経
費

で
す
。

▼
学
童
保
育
所
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

�

（
１
億
６
千
884
万
千
円
）

あ
か
ね
学
童
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す
る

児
童
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、（
仮
称
）
あ

か
ね
第
４
・
第
５
学
童
保
育
所
の
新
設
工
事
請

負
費
等
を
含
む
経
費
で
す
。 

▼
教
育
研
究
指
導
に
要
す
る
経
費

�

（
１
千
776
万
５
千
円
）

児
童
虐
待
や
家
庭
の
状
況
に
起
因
す
る
不
登

校
や
問
題
行
動
等
の
未
然
防
止
、
改
善
及
び
解

決
等
を
図
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

平
成
31
年
第
１
回

　

定
例
会
日
誌

【
２
月
】

20
日　

�

本
会
議
（
陳
情
の
撤
回
・

採
決
、
平
成
31
年
度
施
政

方
針
）

21
日　

�

本
会
議
（
平
成
31
年
度
施

政
方
針
の
質
疑
）

22
日　

�

本
会
議
（
平
成
31
年
度
施

政
方
針
の
質
疑
、
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
）

26
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

27
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

28
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

【
３
月
】

１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
、
市
長
報
告
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

厚
生
文
教
委
員
会

７
日　

建
設
環
境
委
員
会

８
日　

総
務
企
画
委
員
会

11
日　

予
算
特
別
委
員
会

12
日　

予
算
特
別
委
員
会

13
日　

予
算
特
別
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

予
算
特
別
委
員
会

18
日　

予
算
特
別
委
員
会

19
日　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会

20
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

22
日　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会

26
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
、

会
期
の
延
長
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

27
日　

�

本
会
議
（
議
員
提
出
議
案

の
採
決
、
陳
情
の
委
員
会

付
託
）

本
条
例
は
、
社
会
福
祉
委
員
へ
の
報
酬
誤
支

給
に
係
る
一
連
の
事
務
手
続
に
関
し
て
適
切
さ

を
欠
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
市
政
執
行
の
最
高

責
任
者
と
し
て
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
長
に
支
給
す
る
給
料

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
真
の
行
財
政
改

革
の
推
進
に
向
け
、
市
長
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
明
確
に
す
る
た
め
10
％
減
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
本
条
例
は
平
成
31
年
４
月
の
１
か

月
分
の
み
を
更
に
30
％
減
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
２
月
20
日
に
開
会
し
、
１
日
間
の
会
期

延
長
を
経
て
、
３
月
27
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、「
平
成
29
年
度
小
金
井
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
が
不

認
定
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
必
要
と
認
め
る
措

置
を
講
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。本

報
告
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
、

本
会
議
で
の
討
論
の
概
要
か
ら
、
平
成
29
年
５

月
に
社
会
福
祉
委
員
の
報
酬
額
と
実
際
の
支
給

額
が
異
な
る
こ
と
が
発
覚
し
て
以
降
の
市
の
対

応
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
不
認
定
の
主
た
る
理
由

と
し
て
、
市
議
会
か
ら
の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え

て
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

第
１
回
定
例
会
の
概
要

平
成
31
年
４
月
に
小
金
井
市
長
に
支
給
す
る
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
を
可
決

社会福祉委員報酬誤支給問題
を可決

総
額
438
億
２
千
500
万
円

一般会計　予算額438億2,500万円

その他　3億4,404万円　  0.8%

議会費　3億7,985万円　  0.9%

消防費15億    261万円　  3.4%

公債費23億8,329万円　  5.4%

教育費35億3,844万円　  8.1%

総務費38億3,490万円　  8.8%

民生費212億6,798万円　48.5%

土木費 60億4, 746万 円　 13 .8%

衛生費　45億2,643万円　10.3%

市税
　　212億6,821万円　48.5%

国庫支出金
　　　75億6,036万円　17.3%

その他　47億1,178万円　10.8%
市債　  1４億５,４4０万円　  3.3%

地方消費税交付金
　　　  19億4,300万円　 4.4%

都支出金
　　  　68億8,725万円　15.7%

歳入

歳出

平成３１年4月に小金井市長に支給する給料の特例に関する条例

決
算
不
認
定
を
踏
ま
え
た
措
置
に
係
る
市
長
報
告

昨年のシール投票
等の結果を踏まえ

今号よりフルカ
ラーに

なりました

新庁舎・（仮称）新福祉会館建設予定地に咲く桜
（中町三丁目  4月9日）

平成３１年
第 1回定例会
第264号

令和元年（２０１９年）
5月24日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
編集：広報協議会

小金井市議会
ホームページアドレス

〒184-8504
小金井市本町六丁目 ６ 番 ３ 号
TEL（042）387－9947（直通）
FAX（042）387－1225

http://www.city.koganei.lg.jp/
　　　 shisei/gikaijimukyoku/ 



各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先

自 共 公 み お 会 情 改 ネ 明 市 緑
吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

河
野
　
律
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

水
上
　
洋
志

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

森
戸
　
洋
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

白
井
　
　
亨

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

沖
浦
あ
つ
し

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第 ７回） 予 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３０年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ３回） 予 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３０年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第 ３回） 予 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３０年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 ３回） 予 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３０年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 ２回） 予 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３１年度小金井市一般会計予算 予 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３１年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） 即 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × 否　決

平成３１年度小金井市国民健康保険特別会計予算 予 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × 原案可決

平成３１年度小金井市下水道事業特別会計予算 予 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３１年度小金井市下水道事業特別会計予算に対する組替え動議（議員提案） 即 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ × × × × × 否　決

平成３１年度小金井市介護保険特別会計予算 予 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３１年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算 予 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 原案可決

平成３１年 ４ 月に小金井市長に支給する給料の特例に関する条例 総 △ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 厚 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × 原案可決

小金井市地域福祉推進委員会条例 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

所得税法等の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市学童保育所条例の一部を改正する条例 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市介護福祉条例の一部を改正する条例 厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市環境配慮住宅型研修施設条例の一部を改正する条例 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 原案可決

小金井市下水道条例の一部を改正する条例 建 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 原案可決

小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例 建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３１年度小金井市一般会計補正予算（第 １回） 予 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 原案可決

副市長の選任に関し同意を求めることについて 即 ○ ○ ○ 議 ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会　　　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

❶
市
民
生
活
が
大
変
な
中
、
市
民

に
犠
牲
を
押
し
付
け
る
内
容
で
あ
る

こ
と
。
❷
再
開
発
な
ど
の
大
型
開
発

事
業
に
は
税
金
を
投
入
し
て
い
る
こ

と
。
❸
行
革
の
結
論
あ
り
き
の
進
め

方
と
市
民
犠
牲
の
内
容
に
問
題
が
あ

る
こ
と
。
❹
毎
年
10
億
円
を
超
え
る

繰
越
金
の
一
部
を
活
用
す
れ
ば
市
民

生
活
支
援
は
ま
だ
可
能
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
点
か
ら
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
律
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

市
内
農
産
物
生
産
団
体
や
防
災
倉

庫
設
置
等
へ
の
各
補
助
金
等
は
評
価

す
る
が
、
み
ど
り
号
の
廃
止
の
代
替

え
措
置
や
施
設
の
修
繕
な
ど
の
予
算

が
乏
し
く
、
施
策
の
特
徴
が
見
え
な

い
総
花
的
予
算
で
あ
る
。
図
書
館
建

設
は
未
定
と
な
り
、
行
財
政
改
革
の

停
滞
な
ど
公
約
の
実
現
や
政
策
課
題

の
先
送
り
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
が
真

摯
な
予
算
執
行
を
要
望
し
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
市
長
選

で
西
岡
市
長
が
公
約
し
た
「
職
員
人

件
費
削
減
」
に
逆
行
し
、
就
任
時
点

よ
り
人
件
費
総
額
を
増
や
し
た
予
算

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
社

会
福
祉
委
員
へ
の
意
図
的
な
報
酬
過

少
支
給
事
件
に
関
し
て
、
虚
偽
公
文

書
作
成
・
行
使
を
決
裁
し
た
部
長
職

者
を
、
市
長
が
「
天
下
り
」
に
推
薦

し
た
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
。

食
品
の
放
射
能
測
定
器
の
更
新
な
ど

評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の

権
利
条
例
が
で
き
て
10
年
、
不
登
校

児
が
増
え
る
な
ど
、
子
ど
も
の
権
利

侵
害
の
検
証
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。

推
進
す
る
た
め
の
条
例
改
正
は
、
市

長
判
断
が
あ
れ
ば
で
き
る
は
ず
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

民
生
費
が
200
億
円
を
超
え
、
保
育

園
定
員
の
拡
充
、
介
護
職
員
支
援
事

業
等
に
、
教
育
費
で
は
、
学
校
体
育

館
エ
ア
コ
ン
試
行
設
置
、
図
書
館
団

体
貸
出
し
パ
ッ
ク
増
強
等
、
学
校
生

活
環
境
の
整
備
に
充
て
て
い
る
。
公

共
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
は
基
金
の

新
設
等
、
積
年
の
課
題
を
解
決
す
る

姿
勢
を
求
め
、
市
民
生
活
・
福
祉
の

向
上
の
た
め
の
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

早
期
竣
工
を
望
む
庁
舎
・
福
祉
会

館
の
基
本
設
計
委
託
料
等
を
含
む
重

要
な
予
算
で
あ
る
。
求
め
て
き
た
非

常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
や
音
声
の
選

挙
公
報
発
行
の
予
算
化
も
評
価
す
る
。

当
初
予
算
に
初
め
て
賛
成
す
る
が
、

婦
人
相
談
員
を
常
勤
職
員
に
戻
す
こ

と
等
７
点
の
要
望
と
、
市
長
に
公
約

の
自
己
評
価
と
説
明
責
任
を
果
た
し
、

市
政
運
営
に
臨
む
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

要
望
し
、
予
算
に
反
映
さ
れ
た
主

な
施
策
は
、
学
校
体
育
館
と
総
合
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
休
日
診

療
薬
局
へ
の
委
託
開
始
、
風
疹
・
お

た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
公

費
助
成
、
手
話
等
対
応
ポ
ー
タ
ル
端

末
の
借
上
げ
、
き
ら
り
に
よ
る
私
立

保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
巡
回
相
談
、

幼
稚
園
へ
の
支
援
拡
充
等
が
あ
る
。

他
に
問
題
点
も
多
い
が
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

新
庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設
の
基
本

設
計
委
託
事
業
者
選
考
会
が
開
催
さ

れ
た
。
は
け
の
森
美
術
館
の
主
屋
と

茶
室
が
初
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
る
。
病
児
保
育
事
業
の
開
始
、

戸
籍
証
明
書
及
び
課
税
・
非
課
税
証

明
書
の
発
行
機
能
を
追
加
す
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
修
正
、
自
主
防

災
組
織
が
防
災
倉
庫
を
設
置
す
る
費

用
の
補
助
等
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

	
 

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

巡
回
相
談
、
病
児
保
育
、
義
務
教

育
医
療
費
助
成
の
拡
充
な
ど
待
望
さ

れ
た
新
規
予
算
も
あ
り
、
市
民
生
活

を
優
先
し
て
賛
成
す
る
。
た
だ
、
体

育
協
会
問
題
へ
の
対
応
や
、
庁
舎
建

設
設
計
業
者
選
定
の
市
長
の
意
思
決

定
過
程
の
不
透
明
さ
、
保
育
計
画
の

場
当
た
り
的
な
対
応
等
問
題
が
多
い
。

様
々
な
公
約
が
不
履
行
な
ま
ま
で
、

市
政
運
営
自
体
は
評
価
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

「
不
登
校
カ
ル
テ
」
を
見
て
専
門

家
が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
す
る
予
算
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充
実
、
ま
た

２
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
水
上
洋
志
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月
６
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
平
成
31
年
度
税
制
改

正
大
綱
に
お
い
て
、
基
礎
課
税
額
の

改
正
及
び
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

判
定
基
準
の
見
直
し
等
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
基
礎
課
税
額

の
課
税
限
度
額
の
改
定
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
及
び
介
護
給
付
金
課

税
被
保
険
者
に
係
る
介
護
給
付
金
に

つ
い
て
、
所
得
割
額
の
あ
ん
分
率
の

改
定
や
被
保
険
者
均
等
割
額
の
改
定

等
課
税
額
の
改
定
、
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
の
減
額
の
基
準
に
つ
い
て
、

減
額
基
準
額
の
改
定
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
円

滑
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

３
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

第
一
の
理
由
は
、
値
上
げ
・
負
担

増
で
暮
ら
し
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

っ
て
い
く
こ
と
。
第
二
に
、
一
般
会

計
繰
入
金
の
削
減
計
画
に
沿
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、

所
得
割
の
引
上
げ
で
、
多
く
の
世
帯

で
値
上
げ
に
な
る
仕
組
み
が
敷
か
れ

て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
賦
課
限
度

額
の
引
上
げ
で
更
な
る
負
担
増
と
な

る
こ
と
等
に
よ
り
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

賛
成
の
理
由
は
、
社
会
保
障
の
財

源
は
、
大
企
業
や
富
裕
層
に
対
す
る

応
分
の
負
担
と
軍
事
費
な
ど
の
削
減

で
確
保
が
可
能
で
あ
り
、
家
計
消
費

や
実
質
賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
な
ど

経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
、

更
に
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
の
強
行

は
、
ま
す
ま
す
経
済
と
暮
ら
し
を
破

壊
す
る
の
で
、
行
う
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

国
に
対
し
「
消
費
税
増
税

中
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

審
議
し
た
主
な
議
案

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

小
金
井
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

市 議 会 だ よ り ― 2 ―令和元年（2019年）5月24日発行 （264号）



http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。

広
報
協
議
会

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
様
子
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
　
１
月
16
日
（
水
）

▼
　
３
月
27
日
（
水
）

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先

自 共 公 み お 会 情 改 ネ 明 市 緑
吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

河
野
　
律
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

水
上
　
洋
志

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

森
戸
　
洋
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

白
井
　
　
亨

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

沖
浦
あ
つ
し

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　　　
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会　　庁：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会　　　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

庁舎建設予定地北側（ＪＲ中央線
高架下）からの道路の恒久的確保
を求める陳情書

ＪＲ東日本と庁舎建設予定地北側（ＪＲ中央線高架下）からの道路の恒
久的確保に向けた調整ができた際は、それを踏まえた庁舎・（仮称）福祉
会館の合理的施設配置案、敷地の利活用案を検討することを求める。

庁 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

福祉的視点から、相談者に寄り添っ
た母子父子自立支援員・婦人相談員
の相談体制の充実を求める陳情書

母子・父子自立支援について、改めて現状課題を整理し、相談者に寄り添
った相談者が必要とする中長期間に渡った継続支援の在り方について検
討し、それに沿った相談支援体制の充実について検討することを求める。

厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

国に対し、「幼児教育・保育の無
償化に関する意見書の提出を求め
る」陳情書

国の幼児教育・保育の無償化の方針には懸念すべき事項があり、食材料
費の徴収を行わないこと、 ０歳～ ２歳児も含めた無償化の対象拡大等を
行うことを求める意見書を国に提出することを求める。

厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

選択的夫婦別姓制度について法制
化を求める意見書を国に提出する
ことを要望する陳情書

夫婦の姓をめぐる環境は変化し、男女ともに改姓による不利益を案ずる
ことなく結婚・出産等ができる社会につなげるため、民法を改正し、選
択的夫婦別姓の法制化を求める意見書を国に提出することを求める。

総 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × ○ △ ○ ○ 採　択

国に対し「消費税増税中止を求め
る意見書」の提出を求める陳情書

消費税の増税だけでなく、税金の集め方・使い方を見直し、不公平税制
をただすべきであるため、２０１９年１０月の消費税率１０％への引上げの中止
を求める意見書を国に提出することを求める。

総 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 採　択

公益財団法人小金井市体育協会へ
の補助金の一部返還に関する陳情
書

小金井市体育協会の運営費は市の補助金でまかなわれており、理事が事
務局長を兼務し報酬を受け取っていたことに対し、市は返還を求める必
要があるため、慎重な審議と詳細な証拠提出を求める。

厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

庁舎建設予定地の大型樹木を保全
し、小金井らしい緑豊かな庁舎と
することを求める陳情書（その １）

市長から示されているＣｒｅ－ ２案は、現在新庁舎建設予定地に存在す
る樹木がほぼ伐採される内容である。新庁舎建設予定地の東側に並ぶ、
メタセコイヤ、カリン、ハナモモ等を保全することを求める。

庁 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

庁舎建設予定地の大型樹木を保全
し、小金井らしい緑豊かな庁舎と
することを求める陳情書（その ２）

市長から示されているＣｒｅ－ ２案は、現在新庁舎建設予定地に存在す
る樹木がほぼ伐採される内容である。新庁舎建設予定地の西側に並ぶ、
プラタナス、サクラ、ヤマグワ等を保全することを求める。

庁 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

庁舎建設予定地の大型樹木を保全
し、小金井らしい緑豊かな庁舎と
することを求める陳情書（その ３）

市長から示されているＣｒｅ－ ２案は、現在新庁舎建設予定地に存在す
る樹木がほぼ伐採される内容である。新庁舎建設予定地中央に並ぶ、ユ
リノキ、クルミ等を保全することを求める。

庁 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

庁舎建設予定地の大型樹木を保全
し、小金井らしい緑豊かな庁舎と
することを求める陳情書（その ４）

市長から示されているＣｒｅ－ ２案は、現在新庁舎建設予定地に存在す
る樹木がほぼ伐採される内容である。新庁舎建設予定地の北側に並ぶ、
枝垂れ桜を保全することを求める。

庁 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

東小金井駅北口駅前周辺に金融機
関（郵便局）の誘致を求める陳情
書

東小金井駅北口地区への金融機関の誘致のため、日本郵便株式会社に対
し、東小金井駅北口に郵便局を設置するよう市議会から要望を行うか、
市から要望が行われるよう働きかけを行うことを求める。

総 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

小金井市のリサイクル事業所の継
続をのぞむ陳情書

リサイクル事業所の建物の取壊し時期まで、閉鎖を延期するなどして事
業を継続すること、また、リユースを勧める事業について、広く市民の
声を反映させた上で具体的なプランを早急に示すことを求める。

建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

市の体育施設の自販機利益は市と
して収入し、市内スポーツ団体に平
等に配分することを求める陳情書

市の体育施設の自販機利益は、小金井市体育協会の収入となっており、他
のスポーツ団体に配分されていない現状を踏まえ、市の収入として市内ス
ポーツ団体に平等に配分し、市のスポーツ振興に役立てること等を求める。

厚 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

リサイクル事業所の継続と、不
燃・粗大ごみ処理施設、資源物処
理施設における高齢者、障がい者
雇用の確保に対する陳情書

本年 ３月で閉鎖する予定のリサイクル事業所の継続、シルバー人材セン
ターとの協議によるリユース品の暫定的な販売場所の確保及び不燃・粗
大ごみ処理施設における高齢者、障がい者雇用の確保等を求める。

建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

リサイクル事業所の存続を求め、
廃止の場合のごみ増大量を明らか
にすることを求める陳情書

リサイクル事業所は、代替施設が稼動するまでは現在地での業務を継続
すること、事業所の廃止後のごみ増大量の概算値を明確化、事業所の廃
止及びごみ増大に関する責任の所在を明らかにすること等を求める。

建 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

新市庁舎の床面積縮減等による建
築コスト削減等を求める陳情書

庁舎建設基本計画の見直しに当たり、計画床面積の大幅削減、安価な建
築方法の採用による建築コストの削減及び早い段階で新庁舎建設の基本
設計業務の発注を行うこと等を市長に強く要請することを求める。

庁 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ × × × × × 不採択

市庁舎の建設面積を縮減すること
により、図書館本館の建設を進め
ることを求める陳情書

新庁舎の基本設計に入る前に、新庁舎の面積を現在の本庁舎と第二庁舎
の合計程度に圧縮し、それにより図書館本館の建設を促進すべきとの議
会意思を決議等の方法により明確にし、市長に示すことを求める。

庁 × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × 不採択

新庁舎の床面積の大幅増に反対
し、コンパクトでコストダウンの
建設を求める陳情書

新庁舎の床面積を １万 ２千平方メートルとする市長の計画を、現在の本
庁舎と第二庁舎の合計程度に見直すことにより捻出した財源を、図書館
や公民館の本館など、市民施設、市民サービスの充実に使うことを求める。

庁 × × × 議 × △ △ △ △ × × × × × × × × × ○ × × × × × 不採択

小金井市の予算査定に関する調査
及び財政援助団体の財務等の調査
を求める陳情書

財政援助団体の財務は、公正性と透明性が強く求められ、小金井市体育
協会の例を踏まえ、他の財政援助団体の財務もチェックを求めることを
目的とし、各財政援助団体への委託料の査定方法の調査等を求める。

総 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × △ ○ × × × ○ × 不採択

多くの市民が利用する福祉会館
は、多くの職員がいる市庁舎の北
側ではなく、採光や眺望の良い南
面に建設することを求める陳情書

基本設計に入る前に、（仮称）新福祉会館は、採光や眺望のよい庁舎建
設予定地の南面に建設するといった方針をとることを決定すること、ま
た、説明会を十分に開催し、市民の意見を幅広く聞くことを求める。

庁 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × △ ○ × × × × × 不採択

都において児童相談所・警察・学
校などの連携・協力を進め、児童
虐待防止対策の抜本強化・拡充す
るため意見書提出を求める陳情書

児童相談所と警察との虐待事案の全件無条件共有、転居・転入等による
移送事案について、通知後４８時間以内の被虐待児童の現認及び児童相談
所職員の大幅増員等を要望する旨の意見書を提出することを求める。

厚 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × × × × × 不採択

市議の視察日当（日額２８００円）を
廃止し、「議会だより」フルカラー
印刷化等の財源を捻出することを
求める陳情書

市議会議員の視察日当（日額２,８００円）を廃止し、議会だよりフルカラー
化のような議会改革の財源として活用するなど、他の市民サービスの財
源を損ねることなく、議会費の内部生み出しで捻出することを求める。

議 × × × 議 × × × × × × × × × × × × ○ △ ○ × × ○ ○ × 不採択

市議会議員定数に関して、市民の
意向調査を求める陳情書

小金井市議会の議員定数に関し、可能な限り多様な市民の意向調査を行
うこと、また、調査結果で示された市民の多数意志に即した対応を行う
ことを求める。

議 ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × × ○ × × 不採択

環境配慮型公共施設のモデルとな
る「新庁舎・新福祉会館」（グリー
ン庁舎）の実現を求める陳情書

新庁舎・新福祉会館の建設に当たり、環境配慮型官庁施設（グリーン庁
舎）計画指針をベースに、新たな先進的知見等も参考にしながら、小金
井版「グリーン庁舎」としての具体案を明示すること等を求める。

庁 × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ △ ○ × ○ × ○ ○ 不採択

市議会の総務企画委員会で防災・
減災・被災者支援に関する所管事
務調査の常設を求める陳情書

市議会が常に防災・減災・被災者支援に関心を持ち、災害に対する備えに
ついてチェックできる状況を確保するため、総務企画委員会において、
これらに関する所管事務調査常設のための申合せを行うことを求める。

総 × × × 議 × △ △ △ △ × × × × × × × × △ ○ × × × × × 不採択

ペンス副大統領ほか米国の文民要人が我が国入出国の際、在日米軍専用施設、横田飛行場等を使わないこと
を求める意見書提出陳情書の撤回 即 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

平成29年 ５ 月30日発行の市議会だより第２５６号に掲載した名簿の
情報から変更のあった内容についてお知らせします。

　　吹春やすたか（自民党・信頼）　電話番号 ０８０－８１１６－０８６６
　　片山　　　薫（市 民 カ エ ル）　電話番号 ０9０－２４６０－９３０３
　　たゆ　　久貴（日 本 共 産 党）　電話番号 042－２０３－１３６２
　　※　住所の変更はありません。

小金井の明日をつくる会より会派解散届が提出
され、 ４ 月 １ 日付けでみらいのこがねいより会
派結成届が提出されたため、みらいのこがねい
の会派構成人数が ３ 名から ４ 名になりました。

会派の解散・結成が
ありました

議員の電話番号が変わりました

　 ３ 月31日付けで、沖浦あつし議員が所属する、

市 議 会 だ よ り― 3 ― 令和元年（2019年）5月24日発行（264号）



?!（ 4面～ 6面） ２月２７日、２８日、３月1日、４日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（こ が あ す）　小金井の明日をつくる会
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

�

沖
浦
あ
つ
し

�

（
こ
が
あ
す
）

ア
児
童
・
生
徒
の
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
所
持
率

が
年
々
上
昇
す
る
中
、
教
育
委

員
会
が
小
・
中
学
生
に
対
し
行

っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
実
態
調
査
に

つ
い
て
、
実
態
と
課
題
は
。
イ

学
校
で
の
ル
ー
ル
は
。
ウ
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
よ
り
良
く
使
う
た
め
に
、

学
校
と
し
て
児
童
・
生
徒
、
保

護
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
べ

き
。
そ
の
取
組
は
。
エ
い
じ
め

や
虐
待
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
中
学
校

３
年
生
で
約
９
割
、
小
学
校
１

年
生
で
も
約
４
割
が
メ
ー
ル
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て

お
り
、
身
近
な
も
の
に
な
っ
て

�

宮
下　

誠

�

（
公
明
党
）

❶
明
年
に
迫
っ
た
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
は
、
本
市
に
と
っ
て
貴
重

な
チ
ャ
ン
ス
だ
。
ア
こ
き
ん
ち

ゃ
ん
風
呂
敷
を
作
っ
て
都
内
で

配
り
、
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど

う
か
。
イ
外
国
人
旅
行
者
の
急

増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
を
有
効
活
用

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
関
係

イ
ベ
ン
ト
を
同
大
会
に
合
わ
せ

て
開
催
し
て
は
。
ウ
明
年
４
月

は
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
の
指
定
管

理
期
間
の
節
目
で
あ
り
、
公
募

の
条
件
に
同
大
会
へ
の
企
画
案

も
盛
り
込
ま
せ
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長　

ア
本
市
の
文
化

や
観
光
、
商
業
の
振
興
に
と
っ

て
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
千

�

小
林
正
樹

�

（
公
明
党
）

❶
平
等
な
社
会
参
加
を
推
進

す
る
た
め
に
、
早
急
に
具
体
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ま

ち
に
障
害
が
多
く
、
社
会
参
加

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
の
中
で
、

本
来
の
要
望
も
把
握
し
き
れ
て

い
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
認

識
は
。
イ
手
話
は
、
言
語
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。「
手
話

言
語
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
十
分
で

は
な
い
と
考
え
る
。
イ
意
義
深

い
も
の
と
考
え
る
。
障
害
者
差

別
解
消
条
例
に
対
し
、
や
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

検
討
す
る
。
自
立
支
援
協
議
会

の
皆
様
に
も
ご
議
論
頂
き
た
い
。

❷
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
ま
す
ま
す
難
し
い
。
こ
の
よ

�

白
井　

亨

�

（
こ
が
お
も
）

栗
山
公
園
は
市
立
公
園
の
中

で
最
も
利
用
者
が
多
い
が
、
多

目
的
広
場
は
小
石
が
多
く
危
険

で
あ
る
。
ア
こ
の
状
況
を
市
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

イ
20
年
間
、
多
目
的
広
場
の
整

備
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
が
。

ウ
今
後
の
市
の
対
応
方
針
は
。

環
境
部
長　

ア
地
下
に
雨
水

浸
透
管
と
浸
透
ま
す
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
効
果
的
に
浸
透
す

る
よ
う
表
面
10
㎝
の
土
の
下
に

砕
石
を
一
面
に
敷
き
詰
め
て
い

る
。
表
面
の
土
が
削
ら
れ
石
が

地
表
に
出
て
お
り
、
利
用
者
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
。

イ
平
成
20
年
頃
ま
で
は
広
場
に

砂
や
土
を
入
れ
、
平
ら
に
す
る

地
盤
整
備
は
繰
り
返
し
行
っ
た

が
、
こ
こ
10
年
は
行
っ
て
い
な

い
。
ウ
表
面
の
土
を
取
り
除
き

砕
石
の
敷
き
慣
ら
し
な
ど
も
考

え
て
い
る
が
、
相
当
な
費
用
と

工
事
期
間
が
必
要
。
公
園
の
長

寿
命
化
計
画
に
事
業
と
し
て
位

置
付
け
、
補
助
金
を
得
た
い
が
、

最
短
で
も
３
年
後
以
降
と
な
る

た
め
、
応
急
処
置
的
に
表
面
の

石
の
撤
去
と
土
の
追
加
、
転
圧

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

都
心
へ
出
向
き
、
な
ん
ら
か
の

Ｐ
Ｒ
を
す
る
の
も
良
い
ア
イ
デ

ア
だ
。
イ
本
市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
発
達
し
て
い
る
ほ
か
、

観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会
、
商
工

会
、
文
化
関
係
団
体
等
が
あ
る
。

協
力
し
な
が
ら
同
じ
方
向
へ
進

ん
で
い
き
た
い
。
ウ
次
期
指
定

管
理
者
の
選
定
に
当
た
り
対
応

が
必
要
な
た
め
、
検
討
し
た
い
。

市
長　

こ
の
文
化
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
。

❷
東
京
都
が
同
大
会
に
向
け

て
展
開
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
市
内
の
諸
行
事
を
乗
せ
て
、

機
運
醸
成
に
寄
与
し
な
い
か
。

市
民
部
長　

市
の
事
業
を
精

査
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体

の
意
向
も
確
認
し
つ
つ
進
め
て

い
き
た
い
。

い
る
実
態
と
、
家
庭
で
の
ル
ー

ル
作
り
の
推
進
が
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
護
者
が
子
ど
も
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
心
配

す
る
時
期
が
分
か
っ
た
と
い
う

成
果
も
あ
っ
た
。
イ
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
学
校
へ

の
持
込
み
は
原
則
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
ウ
学
校
公
開
や
セ
ー

フ
テ
ィ
教
室
で
の
講
習
な
ど
、

保
護
者
も
参
加
で
き
る
工
夫
を

し
て
い
る
。
学
校
で
の
学
習
活

動
の
工
夫
を
支
援
し
、
家
庭
の

ル
ー
ル
作
り
の
啓
発
に
努
め
る
。

エ
東
京
都
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
、
児

童
・
生
徒
が
い
じ
め
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
身
近
な
教
員
等
に

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
る
よ
う
相

談
体
制
を
整
え
て
い
く
。

う
な
環
境
を
乗
り
切
る
力
を
身

に
付
け
、
社
会
に
送
り
出
す
た

め
に
、
直
接
体
験
を
通
じ
、
青

少
年
の
「
生
き
る
力
」
を
育
ん

で
い
く
こ
と
は
行
政
の
大
き
な

か
じ
取
り
が
求
め
ら
れ
る
。
青

少
年
教
育
の
目
標
を
持
つ
、
担

当
部
署
の
一
元
化
、
地
域
の
人

材
が
集
ま
り
議
論
を
す
る
組
織

づ
く
り
、
人
材
の
養
成
に
力
を

入
れ
る
な
ど
、
検
討
す
べ
き
。

教
育
長　

議
員
と
認
識
は
同

じ
。
子
ど
も
の
課
題
、
情
報
共

有
は
早
急
な
対
応
が
必
要
。
地

域
の
実
態
に
応
じ
、
き
め
細
か

な
対
応
を
行
う
た
め
、
子
ど
も

の
地
域
の
学
び
の
場
を
充
実
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
小
金
井

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

在
り
方
の
検
討
が
必
要
。
平
成

31
年
度
研
究
校
を
設
置
す
る
。

�

　

鈴
木
成
夫

�

（
み
ら
い
）

ア
将
来
、
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
の
受
入
れ
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
体
制
整
備
が
必
要
か
。
イ

学
務
課
・
指
導
室
・
庶
務
課
と

福
祉
担
当
を
総
括
・
一
体
化
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
検
討
を

始
め
な
い
か
。

教
育
長　

ア
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一

に
考
え
、
体
制
を
整
え
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
る
が
、
保
護
者

の
意
向
に
そ
の
ま
ま
沿
う
こ
と

が
で
き
ず
、
お
断
り
す
る
ケ
ー

ス
も
今
の
段
階
で
は
あ
る
か
と

思
う
。
様
々
な
専
門
家
と
相
談

し
な
が
ら
、
保
護
者
と
の
建
設

的
対
話
を
通
し
、
必
要
な
調
整

を
考
え
て
い
き
た
い
。
医
療
的

ケ
ア
児
は
一
人
一
人
異
な
る
悩

み
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
一
人

一
人
の
悩
み
に
寄
り
添
っ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
策
を
記
録
に
残
す
こ
と
は
、

次
の
対
応
の
参
考
に
な
る
。
イ

子
ど
も
の
真
の
幸
せ
を
考
え
て

教
育
環
境
を
整
え
よ
う
と
す
る

と
き
、
専
門
家
が
知
恵
を
出
し

合
い
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と

は
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
す
ぐ

に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

日
常
的
に
情
報
共
有
で
き
る
体

制
構
築
も
含
め
、
全
て
の
子
ど

も
の
幸
せ
の
実
現
に
向
け
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
開
設
に
つ
い

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
地
域
が
い
の
ち

を
守
る
ま
ち
小
金
井
」
の
実
現

に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

�

吹
春
や
す
た
か

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
平
成
32
年
度
の
女
性
消

防
団
員
募
集
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。
イ
消
防
団
員
は
現
状
７

人
欠
員
で
あ
る
。
団
員
の
募
集

方
法
を
見
直
す
時
期
で
は
。

総
務
部
長　

ア
本
団
付
け
配

置
を
予
定
し
、
入
団
資
格
、
活

動
内
容
、
定
数
等
を
検
討
中
。

市
長　

イ
消
防
団
員
に
欠
員

が
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て

い
る
。
具
体
策
を
述
べ
る
状
況

で
は
な
い
が
、
担
当
と
検
討
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

❷
総
合
防
災
訓
練
は
市
内
で

１
か
所
に
集
ま
り
、
３
年
間
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
ア
内
容
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
な
い
か
。
イ
各
避
難

所
な
ど
複
数
の
場
所
で
の
開
催

�

村
山
ひ
で
き

�

（
み
ら
い
）

❶
ア
第
３
次
小
金
井
市
食
育

推
進
計
画
に
あ
る
５
つ
の
取
組

の
指
標
の
達
成
状
況
は
。
現
状

を
把
握
す
べ
き
。
イ
年
２
回
の

食
育
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
内
容
と

成
果
は
。
ウ
江
戸
東
京
野
菜
の

給
食
使
用
例
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
本
年
度
、

庁
内
各
課
を
対
象
に
進
捗
状
況

を
調
査
し
、
初
め
て
個
別
施
策

等
、
取
組
指
標
の
関
連
付
け
を

行
い
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
評
価
で
自
己

評
価
を
行
っ
た
。

学
校
教
育
部
長　

イ
食
育
に

関
す
る
知
識
や
実
践
を
学
ぶ
貴

重
な
機
会
。
食
育
リ
ー
ダ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き

た
い
。
ウ
大
蔵
ダ
イ
コ
ン
、
シ

ン
ト
リ
菜
を
使
用
し
た
「
江
戸

こ
が
ね
汁
」
を
提
供
し
、
献
立

表
等
で
周
知
し
た
。

❷
無
電
柱
化
推
進
計
画
に
つ

い
て
。
ア
道
路
の
舗
装
、
街
路

灯
、
街
路
樹
、
標
識
、
ベ
ン
チ

な
ど
一
体
的
な
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。
イ
変
圧
器
な
ど
を

収
納
す
る
地
上
機
器
を
ラ
ッ
ピ

ン
グ
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ

ア
を
商
店
会
や
学
生
か
ら
公
募

し
て
は
。
ウ
新
た
に
路
線
が
追

加
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

ア
埋
設
物

の
整
理
や
電
線
共
同
溝
の
設
置

に
伴
い
掘
削
を
行
う
の
で
、
道

路
の
高
質
化
を
実
施
す
る
機
会
。

イ
機
器
本
体
は
電
気
事
業
者
の

財
産
で
あ
る
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は

都
と
の
協
議
が
必
要
な
た
め
、

研
究
し
た
い
。
ウ
技
術
的
に
実

現
可
能
な
路
線
は
追
加
し
た
い
。

等
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

ア
内
容
の
マ
ン

ネ
リ
化
に
つ
い
て
は
度
々
指
摘

を
受
け
、
工
夫
し
て
い
る
。
イ

複
数
の
場
所
で
開
催
す
る
と
、

市
と
関
係
機
関
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
不
足
し
、
内
容
が
薄
く
な
る

事
は
避
け
ら
れ
ず
難
し
い
面
も

懸
念
さ
れ
る
。
抜
本
的
な
変
更

を
含
め
て
模
索
し
て
い
き
た
い
。

❸
市
役
所
に
は
非
常
用
発
電

設
備
が
な
い
。
災
害
時
に
災
害

対
策
本
部
を
運
営
で
き
る
か
。

総
務
部
長　

発
電
機
８
台
と

備
蓄
燃
料
１
日
分
で
対
応
す
る
。

市
長　

新
庁
舎
の
発
電
機
能

確
保
は
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
総
合
防
災
訓
練
来

場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
」、

「
指
定
要
員
参
集
訓
練
の
更
な

る
展
開
」
を
主
張
し
ま
し
た
。

東
京
大
会
２
０
２
０
は

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

よ
り
良
く
使
う
た
め
に

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

児
童
受
入
れ
の
検
討
状
況
は

栗
山
公
園
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

力
を
入
れ
よ

誰
も
が
平
等
に

社
会
参
加
で
き
る
ま
ち
に

食
育
の
地
域
展
開
・
無
電
柱
化

推
進
計
画
に
つ
い
て

女
性
消
防
団
員
／

市
役
所
非
常
用
電
源
状
況

栗山公園の地表の様子
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�

紀　

由
紀
子

�

（
公
明
党
）

❶
通
学
路
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
命
を
守
る
安
全
対
策
に
つ

い
て
。
昨
年
６
月
、
大
阪
府
北

部
地
震
の
時
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
に
よ
り
女
児
が
亡
く
な

っ
た
。
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
・
新
設
を
行
う
者
に
、
補

助
金
を
交
付
す
る
市
町
村
に
対

し
、
国
や
東
京
都
が
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
命
を
守
る
対

策
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
小
金
井
市
と

し
て
補
助
を
行
わ
な
い
か
。

総
務
部
長　

補
助
金
に
つ
い

て
、
東
京
都
の
通
知
で
平
成
30

年
度
の
補
正
予
算
が
昨
年
12
月

21
日
、
国
の
閣
議
決
定
さ
れ
た

旨
は
認
識
し
て
い
る
。
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

渡
辺
ふ
き
子

�

（
公
明
党
）

❶
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
育
児

期
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
う
「
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の

整
備
に
つ
い
て
。
ア
進
捗
状
況

は
。
イ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含

む
産
後
ケ
ア
事
業
の
検
討
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
２
０
２

０
年
度
中
の
開
設
を
目
指
し
、

関
係
部
局
間
で
検
討
を
重
ね
て

い
る
。
イ
産
後
ケ
ア
は
、
デ
イ

ケ
ア
型
、
宿
泊
型
、
訪
問
型
等

が
あ
る
が
産
院
の
あ
る
病
院
な

ど
見
学
し
、
検
討
し
て
い
る
。

❷
生
理
日
、
排
卵
日
の
予
測

が
で
き
、
妊
活
や
不
妊
治
療
に

も
有
効
な
ル
ナ
ル
ナ
ア
プ
リ
や
、

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
医
師

や
栄
養
士
と
共
同
で
作
成
し
た

�

た
ゆ
久
貴

�

（
日
本
共
産
党
）

障
が
い
者
が
65
歳
に
な
っ
た

と
き
、
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
て

い
た
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

打
ち
切
ら
れ
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
移
行
さ
せ
ら
れ
て
い
て

問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
掃
除

を
し
て
も
ら
う
時
間
が
90
分
か

ら
45
分
の
半
分
に
な
り
、
無
料

で
あ
っ
た
も
の
が
月
約
３
千
円

の
自
己
負
担
も
発
生
す
る
な
ど
、

困
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
聞
い

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
と

負
担
増
が
行
わ
れ
て
お
り
、
障

が
い
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
。
市
は
介
護
保
険
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
方
的

な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
打

ち
切
り
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

福
祉
保
健
部
長　

厚
生
労
働

�

片
山　

薫

�

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
の
関

係
の
社
会
的
認
知
が
な
い
。
Ｄ

Ｖ
家
庭
の
子
ど
も
の
虐
待
リ
ス

ク
、
転
入
元
と
の
婦
人
相
談
の

情
報
共
有
は
。
イ
虐
待
防
止
に

お
い
て
子
ど
も
の
権
利
条
例
の

重
要
性
と
実
効
性
の
認
識
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
Ｄ
Ｖ

は
児
童
虐
待
に
当
た
る
。
面
前

Ｄ
Ｖ
は
虐
待
リ
ス
ク
の
要
因
の

一
つ
。
事
例
の
共
有
は
さ
れ
て

い
る
。
イ
民
間
園
参
加
の
保
育

園
研
修
で
条
例
の
周
知
を
す
る
。

市
長　

イ
子
ど
も
の
権
利
条

例
は
小
金
井
市
の
大
切
な
条
例
。

施
策
に
い
か
す
取
組
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

❷
ア
原
発
事
故
避
難
者
へ
の

支
援
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

イ
居
住
支
援
協
議
会
の
検
討
状

況
は
。
住
宅
支
援
の
打
ち
切
り

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

総
務
部
長　

ア
下
水
道
料
金
、

固
定
資
産
税
の
減
免
、
就
学
援

助
等
が
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査

を
し
て
実
態
把
握
す
る
。

都
市
整
備
部
長　

イ
具
体
的

な
設
置
の
検
討
に
至
っ
て
い
な

い
。
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
を
行
え

る
よ
う
各
課
と
情
報
連
携
す
る
。

■
そ
の
他
、
放
射
線
副
読
本
は
、

小
児
甲
状
腺
が
ん
増
加
の
記
載

が
な
く
、
国
の
責
任
や
原
発
事

故
の
深
刻
さ
、
土
壌
汚
染
、
子

ど
も
の
被
曝
感
受
性
の
高
さ
も

記
載
不
十
分
で
、
学
校
再
開
な

ど
の
復
興
情
報
も
事
実
と
異
な

る
記
述
も
多
く
、
茨
木
市
の
よ

う
に
配
布
し
な
い
対
応
を
要
望

し
ま
し
た
。

540
種
の
メ
ー
ル
が
届
く
、
き
ず

な
メ
ー
ル
等
の
配
信
を
行
わ
な

い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

導
入
し
て

い
る
自
治
体
を
参
考
に
、
効
果

的
な
も
の
を
見
極
め
る
。

❸
女
性
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
の

更
な
る
推
進
を
。
ア
思
春
期
の

女
性
を
対
象
に
、
ラ
イ
ン
を
使

っ
た
ガ
ー
ル
ズ
相
談
事
業
を
始

め
な
い
か
。
イ
同
性
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
な
い

か
。
ウ
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
進
め
な
い
か
。

男
女
共
同
参
画
担
当
課
長

ア
今
後
研
究
し
た
い
。
イ
国

や
東
京
都
、
他
自
治
体
の
取
組

状
況
を
参
考
に
検
討
す
る
。
ウ

第
８
期
男
女
平
等
推
進
審
議
会

の
議
題
と
し
て
の
提
言
を
受
け

な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

❷
災
害
時
や
外
出
時
の
国
産

液
体
ミ
ル
ク
の
活
用
に
つ
い
て
。

災
害
時
、
母
親
は
ス
ト
レ
ス
で

母
乳
が
出
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
ミ
ル

ク
は
命
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
る
。

衛
生
環
境
の
悪
い
中
、
水
や
熱

源
が
不
要
で
あ
り
、
滅
菌
済
み

の
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク

よ
り
衛
生
的
で
あ
る
。
液
体
ミ

ル
ク
の
備
蓄
を
行
わ
な
い
か
。

総
務
部
長　

研
究
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

❸
東
京
都
の
「
都
市
農
地
保

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
更
に
活

用
し
て
、
防
災
兼
用
農
業
井
戸
、

掲
示
板
設
置
等
を
行
い
、
農
地

の
防
災
強
化
を
図
ら
な
い
か
。

市
民
部
長　

着
実
に
設
置
数

は
増
加
す
る
と
考
え
る
。
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

省
の
通
知
に
従
っ
て
対
応
し
て

お
り
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
相
当
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
可
能
で
あ
れ
ば
介
護

保
険
を
優
先
し
て
い
る
。
自
己

負
担
が
発
生
す
る
と
い
う
理
由

で
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
対
応
は
し
て
い
な
い
。

こ
の
問
題
は
一
自
治
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
は
な
い
。

■
そ
の
他
、「
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
避
難
人
口
や
避
難
所
生

活
者
の
被
害
想
定
を
よ
り
多
く
、

十
分
に
す
る
こ
と
」、「
支
援
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
被
災
認

定
を
す
る
調
査
員
・
避
難
所
・

仮
設
住
宅
の
建
設
予
定
地
・
災

害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
・
備
蓄

と
な
る
食
料
な
ど
様
々
な
も
の

が
足
り
て
い
な
い
こ
と
」
を
指

摘
し
、
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

�

坂
井
え
つ
子

�

（
緑
・
つ
な
が
る
）

ア
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
、

大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ
ア
や
責

任
を
引
き
受
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
な
っ
た
場
合
、
考
え
ら

れ
る
影
響
は
。
イ
こ
れ
ま
で
に

事
例
は
あ
っ
た
か
。
ウ
相
談
で

き
る
手
段
や
窓
口
は
あ
る
か
。

エ
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
。
オ

市
長
、
教
育
長
の
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長　

ア
４
点
あ

る
。
疲
労
累
積
で
健
康
的
な
生

活
が
送
れ
な
い
。
学
業
不
振
、

遅
刻
増
加
な
ど
マ
イ
ナ
ス
評
価

を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
部
活

動
等
を
諦
め
る
。
慢
性
的
疲
労

に
よ
る
無
気
力
や
自
尊
感
情
の

低
下
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
イ

７
千
人
を
超
え
る
児
童
・
生
徒

の
中
に
は
、
事
情
に
よ
り
家
事

や
家
族
の
世
話
を
担
う
者
が
い

る
。
ウ
学
級
担
任
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
相
談
を

受
け
る
。
エ
子
ど
も
の
話
を
傾

聴
し
、
民
生
委
員
等
に
つ
な
ぐ
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

イ
少
な

か
ら
ず
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

相
談
事
例
は
あ
る
。
ウ
各
種
相

談
窓
口
で
相
談
を
受
け
、
関
係

機
関
に
つ
な
ぐ
。
エ
関
係
機
関

と
の
連
携
に
努
め
る
。
実
務
者

会
議
等
で
認
識
し
て
い
く
。

市
長　

オ
国
も
自
治
体
も
全

力
を
挙
げ
て
更
に
取
組
を
前
進

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
市
と
し

て
も
関
係
機
関
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
長　

オ
振
り
返
る
と
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
生

徒
は
い
た
。
児
童
・
生
徒
の
実

態
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

�

河
野
律
子

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
栗
山
公
園
広
場
に
表
出
し

て
い
る
小
石
を
除
去
し
、
安
全

な
利
用
の
た
め
の
応
急
処
置
と

本
格
的
な
再
整
備
を
求
め
る
。

環
境
部
長　

応
急
処
置
と
本

格
改
修
の
両
面
か
ら
検
討
す
る
。

❷
試
行
を
継
続
し
て
い
る
総

合
評
価
方
式
の
評
価
項
目
を
精

査
の
上
、
本
実
施
を
行
い
、
市

内
事
業
者
支
援
と
受
注
機
会
の

確
保
を
図
ら
な
い
か
。

総
務
部
長　

具
体
的
に
本
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

❸
全
国
大
会
に
出
場
す
る
市

内
の
団
体
等
へ
の
支
援
基
準
等

を
見
直
し
、
地
域
活
性
や
魅
力

発
信
の
一
助
と
し
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

他
市
事
例

も
調
査
し
、
研
究
す
る
。

�

板
倉
真
也

�

（
日
本
共
産
党
）

ア
同
行
援
護
の
月
単
位
の
支

給
時
間
を
国
分
寺
市
並
み
の
60

時
間
に
せ
よ
。
イ
昨
年
４
月
に

「
身
体
介
護
を
伴
う
場
合
」

「
身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
場

合
」
の
区
分
が
な
く
な
っ
た
。

国
庫
負
担
基
準
を
報
酬
単
価
で

割
り
返
す
と
、
支
給
時
間
は
何

時
間
と
認
識
し
て
い
る
か
。
ウ

移
動
支
援
事
業
の
報
酬
単
価
は
、

少
な
く
と
も
中
央
線
沿
線
の
近

隣
自
治
体
と
同
程
度
に
す
べ
き
。

エ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
日
常
生

活
用
具
に
加
え
よ
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
上
限
時

間
を
平
成
29
年
４
月
に
見
直
し
、

30
時
間
か
ら
45
時
間
に
変
更
し

た
。
多
摩
地
域
の
上
限
時
間
数

の
中
で
小
金
井
市
は
、
ほ
ぼ
平

均
値
で
あ
る
。
ウ
事
業
者
、
利

用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
ど

う
い
う
対
応
が
で
き
る
か
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
エ

利
用
者
の
利
便
性
な
ど
で
一
定

の
合
理
性
は
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
技
術
の
進
捗
、
進
歩
に
合

わ
せ
て
日
常
生
活
用
具
の
内
容

は
随
時
見
直
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
ニ
ー
ズ

や
他
市
動
向
を
研
究
し
て
い
く
。

自
立
生
活
支
援
課
長　

イ
報

酬
単
価
が
そ
れ
に
伴
っ
て
変
更

さ
れ
、
割
り
返
す
と
ほ
と
ん
ど

時
間
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
月

45
時
間
を
変
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、「
学
童
保
育
指
導

員
の
基
準
緩
和
に
反
対
す
る
と

と
も
に
、
学
童
保
育
所
大
規
模

化
へ
の
対
応
策
確
立
」
を
質
問

し
ま
し
た
。

❹
将
来
、
介
護
施
設
へ
の
支

援
の
手
法
の
検
討
に
も
繋
が
る
、

既
に
近
隣
市
で
実
施
し
て
い
る

保
育
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の

使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

の
見
直
し
支
援
へ
の
判
断
は
。

市
長　

26
市
の
状
況
を
見
極

め
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

❺
中
央
線
か
ら
全
景
が
一
望

で
き
る
新
庁
舎
は
、
時
を
生
む

ま
ち
・
桜
・
緑
・
水
等
の
小
金

井
の
魅
力
が
発
信
で
き
、
市
民

が
憩
い
集
え
る
よ
う
な
新
庁
舎

の
建
設
を
。
ま
た
、
歩
道
や
ベ

ン
チ
に
、
希
望
す
る
市
民
の
名

前
を
刻
む
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、

愛
着
の
持
て
る
新
庁
舎
に
。

企
画
財
政
部
長　

小
金
井
市

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
施
設
を

計
画
す
る
。

�

遠
藤
百
合
子

�
（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
児
童
虐
待
を
無
く
し
て
い

く
た
め
、
関
係
各
所
で
の
連
携

が
必
要
。
野
田
市
で
女
児
が
自

宅
浴
槽
で
死
亡
し
た
事
件
は
記

憶
に
新
し
い
。
虐
待
か
ら
命
を

ど
う
守
る
の
か
。
ア
相
談
体
制

は
。イ
各
機
関
の
連
携
は
。ウ
学

校
現
場
で
、
法
的
助
言
を
す
る

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
を
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
の
９
時
か
ら
17

時
ま
で
相
談
を
受
け
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
児
童
虐
待
相
談

は
、
843
件
で
前
年
度
か
ら
428
件

の
減
で
あ
る
。
イ
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

各
機
関
と
協
議
・
研
修
を
重
ね

て
い
る
。
警
察
署
と
は
平
成
30

年
７
月
に
児
童
虐
待
防
止
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長　

イ
学
校
・

教
育
委
員
会
・
警
察
は
、
月
に

１
回
、
定
期
的
に
情
報
交
換
を

す
る
場
を
設
け
て
い
る
。
ウ
将

来
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

❷
認
知
症
と
向
き
合
う
た
め

に
。ア
周
知
と
研
修
は
。イ
見
守

り
事
業
の
現
状
は
。
ウ
認
知
症

条
例
の
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
。
イ

見
守
り
に
関
す
る
民
間
事
業
者

と
の
協
定
・
エ
ー
ザ
イ
株
式
会

社
と
認
知
症
を
み
ん
な
で
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
を
締

結
。
ウ
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
歯
磨
き
条
例
を
提

案
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

命
を
守
る
安
全
対
策
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
と
サ
ポ
ー
ト
を

児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
防
止
に

子
ど
も
の
権
利
条
例
を

障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

削
減
は
止
め
る
べ
き

視
覚
障
が
い
者
の

移
動
支
援
施
策
を
充
実
せ
よ

栗
山
公
園
広
場
を
再
整
備
し

安
全
な
利
用
環
境
を

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の

導
入
を
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引き続き審査する案件

�

斎
藤
康
夫

�

（
市
民
会
議
）

平
成
34
年
に
は
、
生
産
緑
地

に
指
定
さ
れ
て
30
年
が
経
過
し
、

解
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
農

地
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

緑
地
の
減
少
は
残
念
で
あ
る
が
、

目
先
の
利
益
追
求
の
不
動
産
業

者
の
手
に
渡
る
く
ら
い
な
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
貢
献
で
き
る

政
策
に
い
か
す
べ
き
と
考
え
る
。

受
け
身
で
は
な
く
、
相
談
窓
口

を
設
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
創
設
等
、
能
動
的
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。
ア
公
共
施
設
、

図
書
館
、
公
園
、
市
民
農
園
、

新
庁
舎
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
に

活
用
で
き
な
い
か
。
イ
保
育
施

設
建
設
、
園
庭
を
持
た
な
い
保

育
所
の
共
用
遊
戯
場
設
置
に
活

用
す
べ
き
。
ウ
高
齢
者
施
設
事

�

森
戸
洋
子

�

（
日
本
共
産
党
）

児
童
虐
待
事
件
が
相
次
い
で

い
る
。
国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
か
ら
も
厳
し
く
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
子
ど
も
の
権
利
条
例

を
制
定
し
て
い
る
小
金
井
市
と

し
て
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。
ア
子
ど
も
家
庭
総
合
拠
点

の
機
能
を
含
む
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
強
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。
イ
児
童
相

談
所
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
、
教
育
委
委
員
会
と
の
連

携
の
速
や
か
な
体
制
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ウ
産
後
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

養
護
施
設
を
誘
致
し
な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
ア
現
状

で
は
管
理
職
の
配
置
、
社
会
福

祉
士
、
児
童
福
祉
司
な
ど
を
配

�

田
頭
祐
子

�

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

国
は
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
排
出
量
25
％
削
減
を

数
値
目
標
と
定
め
、
レ
ジ
袋
の

有
料
化
を
義
務
付
け
た
。
ア
市

内
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
も
レ
ジ

袋
な
ど
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
削
減
協
力
店
の
ス
テ
ッ
カ

ー
を
作
り
、
呼
び
掛
け
な
い
か
。

イ
小
金
井
市
施
設
ご
み
ゼ
ロ
化

行
動
基
本
計
画
に
あ
る
排
出
量

25
％
削
減
は
達
成
で
き
た
の
か
。

庁
舎
内
の
ご
み
ゼ
ロ
化
推
進
員

の
役
割
は
。
ウ
こ
が
ね
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
を
行

っ
て
、
職
員
や
議
員
も
マ
イ
バ

ッ
ク
持
参
な
ど
、
ご
み
の
発
生

抑
制
に
取
り
組
ま
な
い
か
。
庁

舎
内
の
自
販
機
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ゼ
ロ
は
評
価
で
き
る
。
他
施

置
し
て
い
る
。
今
後
も
体
制
強

化
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ウ
児
童
養
護
施
設

は
、
他
の
事
象
も
含
め
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長
　
イ
昨
年
４

月
か
ら
不
登
校
カ
ル
テ
を
各
学

校
か
ら
提
出
し
て
も
ら
い
、
虐

待
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ウ
産
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
既
に
７
市
が
実

施
し
、
本
市
で
も
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
検
討

を
始
め
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
市
民
へ
の
影
響
が

大
き
い
「
消
費
税
増
税
の
中
止

問
題
」、「
国
保
税
の
負
担
軽

減
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

業
者
と
農
家
の
仲
人
役
に
な
る

べ
き
。
エ
駅
周
辺
、
幹
線
道
路

沿
い
等
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
よ
る
整
備
を
す
べ
き
。

環
境
部
長
　
ア
緑
の
保
存
対

策
と
対
極
に
あ
る
。
相
談
窓
口

は
難
し
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
イ
生
産

緑
地
に
限
ら
ず
、
引
き
続
き
研

究
す
る
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ウ
公
募
が

効
率
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長
　
エ
地
主
の

方
の
意
向
が
あ
れ
ば
、
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

企
画
財
政
部
長
　
エ
指
定
が

解
除
さ
れ
て
も
市
の
資
産
と
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
行
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
大
切
に
第

５
次
基
本
構
想
の
策
定
に
当
た

っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

設
で
も
取
り
組
ま
な
い
か
。

環
境
部
長
　
ア
市
内
の
業
者

に
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
力
店

制
度
の
拡
大
に
努
め
る
。
今
後

も
ご
み
ゼ
ロ
化
推
進
員
の
市
民

と
意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

イ
平
成
29
年
度
は
施
設
に
よ
っ

て
は
減
量
で
き
た
が
、
全
体
で

は
増
え
た
。
更
に
注
力
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
庁
舎
内
の
ご

み
ゼ
ロ
化
推
進
員
は
各
課
一
人

以
上
い
て
、
毎
年
抜
き
打
ち
の

ご
み
排
出
状
況
チ
ェ
ッ
ク
と
報

告
を
行
う
。
ウ
マ
イ
バ
ッ
ク
等

の
使
用
率
は
ま
だ
完
全
で
は
な

い
。
会
議
等
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
は
提
供
し
て
い
な
い
。

総
務
部
長
　
ウ
庁
舎
の
自
販

機
は
管
財
課
が
業
者
に
協
力
を

依
頼
し
て
い
る
。
他
施
設
に
も

お
願
い
を
考
え
て
い
る
。

�

渡
辺
大
三

�

（
情
報
公
開
）

❶
基
本
設
計
に
向
け
て
、
設

計
業
者
任
せ
で
は
な
く
、
市
と

し
て
の
考
え
を
持
っ
て
臨
む
べ

き
。
ア
庁
舎
は
床
面
積
の
縮
減

の
徹
底
が
必
要
。
小
金
井
市
は

職
員
も
議
員
も
多
い
。
そ
れ
を

前
提
に
床
面
積
を
決
め
て
い
い

の
か
。
イ
現
状
の
案
は
地
表
面

が
駐
車
場
で
覆
わ
れ
る
プ
ラ
ン

に
な
っ
て
い
る
。
地
下
に
入
れ

れ
ば
地
上
に
大
き
な
広
場
が
確

保
で
き
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
ア
更
な
る
精
査
も
必

要
か
と
は
思
う
。
イ
予
定
地
の

最
大
限
の
有
効
活
用
が
求
め
ら

れ
る
。

❷
再
来
年
度
か
ら
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
施
行
に
よ
り
、

何
も
手
を
打
た
な
い
と
、
小
金

井
市
も
人
件
費
が
年
１
億
円
か

ら
１
億
５
千
万
円
の
増
に
な
る
。

待
遇
改
善
と
野
放
図
な
人
件
費

の
拡
大
は
別
問
題
で
あ
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
た
定

数
条
例
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長
　
ま
ず
制
度

導
入
に
向
け
て
検
討
し
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
職
員
数
の
管

理
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

�

湯
沢
綾
子

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
誹
謗
中
傷
や
個
人
情
報

の
公
開
等
の
人
権
侵
害
が
増
え

て
お
り
、
市
民
か
ら
相
談
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。
被
害
者
の

受
け
る
精
神
的
苦
痛
は
極
め
て

大
き
い
。
市
に
相
談
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
ど
う
対
応
す
る
か
。

企
画
財
政
部
長
　
窓
口
と
し

て
は
人
権
身
の
上
相
談
が
あ
り
、

削
除
依
頼
の
方
法
を
助
言
す
る

な
ど
援
助
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

❷
一
般
市
民
が
自
分
で
対
応

す
る
の
は
実
際
に
は
難
し
い
。

で
き
る
限
り
具
体
的
な
支
援
を

行
っ
て
欲
し
い
。
特
に
重
要
な

問
題
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
あ
る
。
ネ
ッ

ト
い
じ
め
は
過
酷
で
卑
劣
な
行

�

岸
田
正
義

�

（
み
ら
い
）

❶
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
適

正
な
任
用
、
勤
務
条
件
を
確
保

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

施
行
ま
で
１
年
で
あ
る
。
ア
今

後
の
予
定
は
。
イ
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
を
進
め
る
べ
き
。

ウ
影
響
額
の
試
算
は
約
１
・
６

億
円
で
あ
る
。
処
遇
改
善
を
図

る
か
ら
に
は
職
務
内
容
を
見
直

し
、
不
明
確
な
労
務
・
任
用
管

理
、
人
件
費
や
定
数
管
理
の
管

理
手
法
を
整
理
す
べ
き
。

総
務
部
長
　
ア
今
年
の
第
３

回
定
例
会
に
条
例
提
案
で
き
る

よ
う
対
応
す
る
。
イ
通
知
の
趣

旨
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。
ウ
統

一
的
労
務
管
理
は
必
要
。

❷
制
度
移
行
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
行
革
を
進
め
よ
。
ア
全

職
員
の
業
務
量
の
見
え
る
化
を

行
い
、
役
割
を
整
理
し
た
上
で

仕
事
の
持
ち
方
を
見
直
す
べ
き
。

イ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
実
現

す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
を

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
。
ウ
市

民
目
線
の
挑
戦
的
な
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
故
に
困
難
な
課
題

も
あ
る
。
や
ら
さ
れ
感
で
な
く

自
分
事
と
す
る
職
員
の
意
識
改

革
の
た
め
に
改
善
改
革
運
動
を

進
め
る
べ
き
。

企
画
財
政
部
長
　
ア
こ
の
チ

ャ
ン
ス
に
全
業
務
が
最
適
な
担

い
手
の
下
で
効
果
的
・
効
率
的

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
戦
略
を
検

討
す
る
。
イ
庁
内
で
検
討
会
を

立
ち
上
げ
て
研
究
す
る
。

市
長
　
ウ
全
職
員
挙
げ
て
の

意
識
改
革
と
職
場
の
活
性
化
を

念
頭
に
精
一
杯
取
り
組
む
。

為
で
あ
る
が
、
証
拠
の
残
る
い

じ
め
で
あ
り
、
証
拠
を
得
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
元
来
の
い
じ

め
と
は
異
な
る
対
処
が
可
能
な

側
面
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ネ

ッ
ト
い
じ
め
へ
の
対
応
は
迅
速

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど

も
が
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
掲
載
さ
れ

た
中
傷
等
が
削
除
さ
れ
ず
、
被

害
が
拡
大
す
れ
ば
、
そ
の
状
況

が
明
ら
か
に
見
え
る
だ
け
に
絶

望
感
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

現
代
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
を
鑑
み
れ
ば
、
学
校
関
係
者

が
対
処
法
を
身
に
着
け
る
の
は

必
須
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
警
察
と
の

連
携
も
考
え
ら
れ
る
。
組
織
的

に
対
応
し
て
い
く
よ
う
、
体
制

づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

�

水
上
洋
志

�

（
日
本
共
産
党
）

❶
高
齢
者
の
生
活
支
援
を
求

め
る
。
ア
安
倍
政
権
下
で
、
社

会
保
障
費
が
４
兆
円
以
上
も
削

減
さ
れ
て
い
る
。
年
金
が
減
ら

さ
れ
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

医
療
費
窓
口
負
担
が
２
割
と
な

る
な
ど
、
負
担
が
増
え
て
い
る
。

今
後
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
２
割
と
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

の
削
減
は
中
止
す
る
よ
う
意
見

を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
イ
雇

用
の
促
進
を
求
め
る
。
ウ
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
支
援
を
求
め

る
。
エ
成
年
後
見
制
度
の
拡
充
、

特
に
市
民
後
見
人
の
育
成
を
求

め
る
。

市
民
部
長
　
ア
各
種
社
会
保

障
制
度
に
つ
い
て
市
長
会
な
ど

を
通
じ
て
要
望
を
続
け
て
い
く
。

イ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
・
東
京

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
と
連
携

し
、
高
齢
者
福
祉
担
当
課
と
と

も
に
考
え
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ウ
関
係
機

関
と
連
絡
を
密
に
し
て
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
た
い
。
エ
市
民

後
見
活
動
に
意
欲
や
興
味
を
持

つ
方
を
増
や
し
た
い
。

❷
「
８
０
５
０
問
題
」
に
つ

い
て
。
ア
福
祉
総
合
相
談
窓
口

で
の
対
応
を
整
備
す
べ
き
。
イ

精
神
障
が
い
者
の
居
住
サ
ポ
ー

ト
事
業
や
家
族
の
一
時
避
難
場

所
の
設
置
を
求
め
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ア
手
を
挙

げ
づ
ら
い
方
に
窓
口
に
来
て
も

ら
え
る
の
か
今
後
研
究
し
た
い
。

イ
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
来

年
度
計
画
し
て
い
る
。

総務企画委員会
▶同性パートナーシップの公的認証制度の導入を求める陳情書
厚生文教委員会
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を改正する条例　▶小金井市国民
健康保険加入者生活支援手当条例　▶小金井市議会平成３０．１１．１９厚生文教委員
会３０陳情第３５号に係る質疑における吏員による虚偽答弁を弾劾する陳情書　▶
医療的ケア児とその家族に対するサポート体制拡充に対する陳情書　▶衆参両
院議会への意見書提出に関する陳情書　▶介護保険料の特別徴収という年金天
引きを弾劾する陳情書
建設環境委員会
▶小金井市道路新設問題に関する陳情書
議会運営委員会
▶①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営に関する調
査、②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査、③議会運営に関する議長
の諮問事項について
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶市庁舎と福祉会館の敷地内に大きな公園（広場）を確保することを求める陳
情書　▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革のさらなる推進に向けて、事務事業評価シートの速やかな作成を
求める陳情書　▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め

児
童
虐
待
防
止
策
強
化
を

生
産
緑
地
の
平
成
34
年
問
題

行
政
の
対
応
を
問
う

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設

大
き
な
広
場
の
確
保
を

公
共
施
設
の
自
販
機
で
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ゼ
ロ
を

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
を

機
に
行
革
を
進
め
よ

ネ
ッ
ト
上
の
中
傷
等
か
ら

市
民
や
子
ど
も
を
守
ろ
う

高
齢
者
の
生
活
支
援
を
／

８
０
５
０
問
題
に
つ
い
て

平成最後の春（庁舎建設予定地）
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

委員会の調査案件

幼児教育・保育の無償化に関
する意見書

無償化に当たり、①食材料費の実費徴収を行わない、② ０～ ２ 歳児など無
償化の対象を拡大する、③保育の質的・量的拡充が滞らないよう予算を確
保する、④自治体負担が増えないよう必要な措置を講じることを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「小金井都市計画道路 ３・
４・１１号線」に関する意見交
換会の継続を求める意見書

２月 ８日の意見交換会も不成立に終わった。東京都の、「メリットがない」
として一方的に意見交換会を打ち切り、今後はオープンハウスの説明会に
切り替える行為は丁寧な対応とは言えない。意見交換会の継続を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

原発事故避難者が困窮に陥ら
ないため緊急の住宅支援を求
める意見書

民間賃貸住宅入居者の家賃補助継続、国家公務員住宅から退去できない避難
者の継続入居保障と ２倍の家賃を請求せず、避難指示解除区域・帰還困難区
域からの避難者の意向・生活実態把握、生活の安定と住宅の確保を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

毎月勤労統計調査統計不正問題
の全容解明と責任の所在を明ら
かにすることを求める意見書

首相官邸の関与も焦点の一つだが、安倍政権は実態解明に程遠い姿勢で、
国民の疑念と不信は募っており、早急な是正と救済措置及び首相官邸の関
わりを含め、徹底した全容解明と責任の所在を明らかにすることを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

沖縄県民投票の結果を尊重
し、辺野古米軍基地建設の中
止等を求める意見書

辺野古新基地建設の是非を問う県民投票が行われ、７２％が「反対」に投票
した。政府は投票の結果と沖縄県民との約束を重く受け止め、辺野古新基
地建設を中止し、普天間基地は早急な運用停止を米国に求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ △ ○ ○ 原案可決

食品ロス削減に向けての更な
る取組を進めることを求める
意見書

国内で発生する食品ロスは年間６４６万トンと推計され、国連の発展途上国へ
の食糧援助の ２倍に上る。食品ロス削減のため、①法律の策定を含めた取
組、②国民運動の一層の強化、③フードバンクの取組の支援を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

妊婦が安心できる医療提供体
制の充実と健康管理の推進を
求める意見書

妊婦が安心して医療を受けられる体制の構築のため、①医師の教育や研修
体制の整備、②妊婦自身が特有の合併症や疾病等の知識を得られるように
すること、③妊婦加算の見直しの影響が出ないような検討を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

ＵＲ賃貸住宅ストックの活用
を求める意見書

多様な世代が生き生きと暮らし続けられる住まいとなるよう、①地域医療福
祉拠点の整備、②高齢者や子育て支援施設の整備、③健康寿命サポート住宅
の供給を拡充、④居住の安定確保、⑤家賃減免の検討を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

死刑制度の廃止を求める意見
書

国は昨年１２月、 ２ 人の死刑を執行した。 ７月のオウム真理教元幹部ら１３人
の死刑と合わせ、１５人の執行となり、２００８年に並ぶ最多となった。全ての
人に保障される生きる権利を否定する死刑制度の廃止を求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ △ ○ ○ 原案可決

厚生労働省の不適切統計問題に
関し、徹底した原因究明と再発
防止を行うことを求める意見書

１５年もの間不適切な調査が行われてきた背景には中央省庁全体の統計への
軽視があると考えざるを得ず、深刻な問題である。雇用保険等の対象者に
不利益が生じない対応とともに、徹底した原因究明と再発防止を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

放課後児童支援員の資格及び
配置に関する「従うべき基
準」の堅持を求める意見書

政府が昨年末に閣議決定した「平成３０年の地方からの提案等に関する対応
方針」によって、放課後児童支援員の配置基準が緩和されようとしている
ことに対して、現行の「従うべき基準」を堅持することを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × △ △ △ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

柔軟仕上げ剤等家庭用品に含
まれる香料の成分表示や法規
制の検討等を求める意見書

香料曝露による健康被害の実態を調査し、香料の成分表示の義務付けや法
的規制の検討と、学校、福祉施設などで、柔軟仕上げ剤等の香料成分による
健康被害で苦しむ人がいることの周知徹底と、香料自粛の啓発を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

選択的夫婦別姓制度について
法制化を求める意見書

必要なカップルが夫婦別姓を選べることで、男女が改姓による不利益を案
ずることなく結婚・出産し、老後も法的な家族として支え合える社会につ
ながり、少子化対策にもなる選択的夫婦別姓制度の法制化を求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × ○ △ ○ ○ 原案可決

消費税増税中止を求める意見
書

１世帯 ８ 万円増税との試算があり、軽減税率は ８％と１０％の線引きが単純
ではなく、インボイス制度は免税業者が商取引から排除される問題があ
る。よって、１０月からの消費税率１０％への引上げを中止することを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 原案可決

都市計画道路「小金井 ３・
４・１１号線」に関し、迅速な
対応を求める決議

都主催の意見交換会後、西岡市長の対応は迅速さに欠け、都に持参した要
望書の内容も不十分だ。迅速な対応と、都に対し、市民と都が整備の是非
について意見交換できる場の設定及び書面回答を求めることを要望する。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西岡市長に対し、公約不履行
に関して市民と市議会へ真摯
な説明と対応を求める決議

公約の ６施設複合化と全く異なる新庁舎建設、人件費総額の増など停滞す
る行財政改革と悪化する財政状況、具体策のない子育て環境日本一等の方
針の変更が顕著であり、市民及び市議会に真摯な姿勢で臨むことを求める。

○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 原案可決

議案第 ６ 号平成３１年度小金井
市一般会計予算に対する付帯
決議

西岡市長に対し、任期最後の提案となる予算の執行に当たって、①公共施
設マネジメントの推進、②体育協会の体質改善、③行財政改革の取組、④
新庁舎・（仮称）新福祉会館建設に関する説明責任を果たすことを求める。

○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × △ × ○ × ○ × 否　決

小金井市難病者福祉手当条例改正
の際の、受給者数の過大な見積り
について、西岡市長に対し猛省と
必要な対応の検討を求める決議

昨年改定された難病者福祉手当条例によって、約４０％の受給者が除外され
た。しかし予算審議で市が説明していた対象者数は正確性に欠いていたこ
とが明らかになった。よって、西岡市長に猛省と条例の見直しを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ △ ○ × ○ × ○ ○ 否　決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会　　　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井
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　次の案件は、各委員会で総括の意見・要望（感想）の発
言を行い、調査を終了し、 ３月26日の本会議で調査報告を
行いました（「庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調
査」「行財政改革の推進に係る諸問題の調査」については中
間報告とし、引き続き調査を行います。）。
厚生文教委員会
▶所管事務調査（子ども施策に関する諸問題の調査）　▶
所管事務調査（小金井市保健福祉総合計画の策定と運用に
ついて）
建設環境委員会
▶所管事務調査（駅周辺整備に関する調査）　▶所管事務
調査（市内都市計画及び住環境に関する調査）　▶所管事
務調査（資源循環社会形成に関する調査）
総務企画委員会
▶所管事務調査（小金井市公共施設等総合管理計画の進捗
状況と方針についての諸問題の調査）
議会運営委員会
▶議会改革に関する諸問題の調査
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

「
小
金
井
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
11
号
線
」
に

関
す
る
意
見
交
換
会
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

沖
縄
県
民
投
票
の
結
果
を

尊
重
し
、
辺
野
古
米
軍

基
地
建
設
の
中
止
等
を

求

め

る

意

見

書

市 議 会 だ よ り― 7 ― 令和元年（２019年）5月24日発行（264号）



次の定例会は令和元年5月３１日（金）開会予定です。

歳入 市民 1人
当たり額

順位
（２６市中）

市 税 １７５．１ １０位
地 方 譲 与 税 １．４ １８位
利 子 割 交 付 金 ０．３ ３ 位
配 当 割 交 付 金 １．５ ６ 位
株式等譲渡所得割交付金 １．０ ４ 位
地方消費税交付金 １６．０ ２１位
自動車取得税交付金 ０．４ １１位
環境性能割交付金 ０．１ １６位
地 方 特 例 交 付 金 ０．５ ２４位
地 方 交 付 税 ０．４ ２０位
交通安全対策特別交付金 ０．１ ２ 位
分担金及び負担金 ５．６ ４ 位
使用料及び手数料 ６．９ １８位
国 庫 支 出 金 ６２．３ １３位
都 支 出 金 ５６．７ １１位
財 産 収 入 ０．２ ２２位
寄 附 金 ０．０ １８位
繰 入 金 １４．６ ９ 位
繰 越 金 ４．１ ８ 位
諸 収 入 １．７ ２５位
市 債 １２．０ ２２位
合 計 ３６０．９ ２３位

歳出 市民 １人
当たり額

順位
（２６市中）

議 会 費 ３．１ １２位
総 務 費 ３１．６ ２５位
民 生 費 １７５．１ ２３位
うち社会福祉費 ５９．５ ２２位
うち児童福祉費 ８５．４ ９ 位
うち生活保護費 ３０．０ １８位
うち国民年金費 ０．３ ４ 位
衛 生 費 ３７．３ ６ 位
うち保健衛生費 ８．８ ２３位
う ち 清 掃 費 ２８．５ ３ 位
労 働 費 ０．１ １１位
農林水産業費 ０．３ 26位
商 工 費 １．７ １８位
土 木 費 ４９．８ １ 位
消 防 費 １２．４ １８位
教 育 費 ２９．１ ２６位
うち教育総務費 ５．２ ２１位
うち小学校費 ８．７ １８位
うち中学校費 ４．９ １８位
うち社会教育費 ６．０ ２２位
うち保健体育費 ４．２ １６位
公 債 費 １９．６ １２位
諸 支 出 金 ０．２ ７ 位
予 備 費 ０．５ ６ 位
合 計 ３６０．９ ２３位

平成31年度の小金井市の一般会計予算を「歳入」「歳出」それぞれの項目ごと
に市民１人当たり額に換算して多摩26市で比較すると、歳入で「市税」は10位
ですが、合計額は23位と低迷することから、歳入構造の改革が必要といえます。
歳出では、教育費が最下位、福祉全般に該当する民生費は2３位ですが、子ども
分野の児童福祉費だけでみれば9位と健闘していることがわかります。

平成31年度の小金井市の一般会計予算について、予算特別委員会を開催（合計8
日間）し、集中審査をしました。その審査を踏まえ、新年度予算の特徴をお知ら
せいたします。

予算審査の中で多くの議員から質疑があり、意見・要望が出された予算項目を
区分ごとに幾つかピックアップしています。

＜防災対策＞　自主防災組織による防災倉庫設置への支援や、感震
ブレーカーの設置補助、木造家屋耐震化助成の更なる拡充を求める
意見が相次ぎました。

＜公共施設マネジメント推進＞　公共施設マネジメントを推進する
体制づくり、研修、周知啓発の在り方の妥当性ついて問題提起をし
ました。

＜第5次基本構想・前期基本計画策定＞　まち・ひと・しごと創生
総合戦略との整合性や、子ども懇談会などの市民参加手法に関する
市の考え方を問いました。

＜難病者福祉手当＞　昨年条例改正時に説明を受けた改正後の推計
数値の算出の仕方に関する疑問点について厳しく問い、今後の対応
を求めました。

＜保育計画策定＞　「優先して取り組む」の意味するところや、計画
なのか方針なのか、また民営化との関連を確認するも、それらの矛
盾は解消されていません。

＜環境配慮住宅型研修施設＞　真夏の時期が使えなくなる変更点に
ついての是非や、エアコンの設置を求める声が多数ありました。

＜公園維持管理＞　下山谷の森、栗山公園、上の原公園などにおい
て、維持管理の在り方を改善するよう求める質疑が相次ぎました。

＜図書館・公民館＞　公民館の維持補修や備品の修理を求める声
や、本館の方向性、図書館の今後の在り方を明確にするよう求める
意見がありました。

平成２９年５月１６日、社会福祉委員に係る報酬が、平成5年の
条例改正以降特別職の給与に関する条例上では、月額
11,000円だったにもかかわらず、実際は10,000円を支給し
てきたことが福祉保健部地域福祉課職員によって、判明し
ました。その後の監査委員や市議会への報告の遅延や、全
委員への債権放棄を依頼する行為について、市長による一
連の事務手続が法律、条例、規則等に照らし適正だったか
どうかについて、市議会で議論が紛糾しました。その後の
市議会での対応などを含め報告いたします。
　※�平成３０年５月 当該委員へ時効を迎えない過年分の差額

報酬及び遅延損害金は支払われています。

H30.2 市から市議会が事実報告を受ける。

H30.3 平成30年第1回定例会
・「市長の減給条例」が上程　※主旨：5%減給
・本会議、予算特別委員会、総務企画委員会で議論となる。
・�更なる解明が必要と判断し、地方自治法第98条に基づき、
事務検査・監査請求を議決
・「市長の減給条例」が撤回
・「市長の問責決議」が可決

監査委員で監査及び、総務企画委員会で事務検査の実施
( H30.5からH30.12 )

H30.10 平成30年第3回定例会 一連の事務処理問題を受け、
「平成29年度決算 一般会計」が不認定

H30.12 平成30年第4回定例会本会議で、総務企画委員会の
検査報告がされ、全会一致で検査終了を議決

H31.2 平成31年第1回定例会
「市長の減給条例」が上程　※主旨：30%減給
        3/26　本会議で可決

単位（千円）

ア　地方自治法等に違反する行為について
　仮に本件条例の改正の際に当該議案に市長側において誤記があったと推認されるとしても、改正の手
続きに何らの瑕疵も存在せず、本件委員等の月額報酬は１１，０００円と規定されており、市長は、これを支給
する義務があることは誰の目からも明らかであり、顧問弁護士等の指摘に反しての事務執行を行う理由
は見出しにくい。これを支給しないということは、本件条例に抵触することとなり、報酬の額は条例でこ
れを定めなければならないとする地方自治法第２０３条の ２に反し、職員はその職務を遂行するに当たって
条例に従わなければならないとする地方公務員法第３２条にも反することとなる。市長は、本件が発覚す
る以前においても、これらの法令に反する事務執行を行っていたことになるが、発覚以降は、認識しなが
ら、これらの法令に反する事務執行を故意に行ってきたと言わざるを得ず、到底、許される行為ではない。

イ　虚偽公文書作成・同行使の罪の疑いについて
　市長は本件発覚後も、新たに着任する本件委員等へその報酬月額が１０，０００円であることを記載した説
明文書を作成させ交付した。本市議会としても、虚偽公文書作成・同行使罪の構成要件に該当する可能性
があったことは改めて指摘せざるを得ない。市長は、虚偽公文書作成・同行使罪の構成要件に該当する
可能性がある行為を職員に強いたことを自覚すべきである。

ウ　文書管理規程に反する行為について
　市長は、本件の是正策として、本件委員等に対し債権放棄を依頼することとしたが、一連の事務にお
いて起案文書が存在していない。これは、事案の処理は文書によるものとする文書管理規程第１７条に反
するものである。

エ　本件委員等に対し、債権放棄の文書を提出させた責任について
　本件委員等に対し債権放棄を依頼することは、例え結果として違法性がないこととなったとしても、
日夜、社会奉仕に取り組む本件委員等に対して自らの報酬を放棄することを依頼する行為などは、市の施
策として適当とは言えず、不適切な事務執行であったと言わざるを得ない。

オ　本件発覚後、すぐに監査委員に報告しなかったことについて
　監査結果においては、発覚後、直ちに市議会及び監査委員にも報告して、対応策を共に検討すべきで
あったし、本件委員等に対しては、可及的速やかに、月額１１，０００円の支払いを開始すべきであったとして
おり、同様の見解である。本件発覚後、市長が直ちに報告を行っていれば、前記ア～エの法令違反や疑
いが生じることはなかったか、少なくとも迅速な解決が図れていたと言え、報告を怠った市長は、当初
の段階から判断を誤っていたと言わざるを得ない。

■　今後の対応と再発防止策について
　市長は、一連の不適切な事務執行について反省し、本検査の中で再発防止策を取りまとめている。市
長が挙げた点は全て必要なことであり具体化することを求めるところであるが、それだけでは十分な再
発防止策であるとは言えない。一般職員の研修も当然のことではあるが、市長自身、そして幹部職員の
法的視点の欠如こそが本件における問題点であったと言える。市長及び幹部職員の研修こそが必須なも
のであると言え、この点の具体策を明示することを市長に対して要望する。

（平成３１年 １ 月 １ 日時点での人口を基に算出）

※�民生費、衛生費及び教育費の内訳は市によって
構成が異なる場合があります。

 ◯予算の特徴　市民1人当たり額（多摩26市比較）でみる

特集１ 新年度予算の特徴と委員会での主な論点

 ◯予算特別委員会での「主な論点」
ピックアップ！

特集２ 報告 「社会福祉委員報酬誤支給問題」のその後

問題発覚からの経過

総務企画委員会の事務検査結果について（報告書から抜粋）

原稿は議員が作成しております
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